
項目 具体的取組 成果と課題 改善策・向上策

「個別の教育支援計画」の重点課題をもと
に「個別の指導計画」を作成した。授業実
践では、授業アセスメントシート（観点別
目標を明記）に、授業の目標・内容・支援
方法・児童生徒の様子などについて記録
し、学部研究会の話し合いのツールとして
活用した。授業における目標や児童生徒の
様子を受けて、学習面や生活面における実
態を把握しながら学びのつながりを検討し
たことで、教員間での情報共有が図られ、
統一した指導支援を行うことができた。今
後は、授業実践を重ねる中で、教員同士の
語り合いや児童生徒の行動の見取りなどを
通して、さらに教師の専門性を向上させて
いくことが必要である。

授業実践では、丁寧な実態
把握や教師間の密な情報共
有が大切である。丁寧に実
態把握を行い児童生徒の行
動の背景を考えながら、学
校生活での学びが家庭生活
や社会生活にも活かされて
いくような授業づくりを行
う。
授業改善の経過と児童生徒
の行動の変容を保護者と共
有することで児童生徒への
指導について共通理解を図
る。

①学校行事や避難訓練等における感染症対
策、②感染防止のための環境整備や持続可
能な仕組み作り、③保護者への啓蒙や情報
提供、協力の依頼等を徹底し、確実に行っ
た結果、明らかな校内感染やクラスターの
発生を防ぐことができた。また、すべての
保護者から感染症対策について満足してい
るとの評価を得た。報道等によれば、政府
は感染症の分類や感染症対策の見直し等を
検討しているとのことである。文科省や県
からの通達等に従い、本校の実情を勘案し
ながら確実で合理的な対策ができるよう本
校の感染症対応マニュアル等を見直す必要
がある。

教職員に対して、文科省や
県から出される通達や新た
な情報、知見等を周知徹底
するとともに保護者に情報
等を提供し共通理解を図り
ながら協力を得ることがで
きるよう、より連携を密に
して感染症対策を継続して
いきたい。

保護者参加の進路に関する行事は新型コロ
ナウイルス感染症対策を行いながら実施し
た。質問等については懇談等や「進路だよ
り」を活用する等工夫して情報提供した。
事業所見学や進路座談会に参加した保護者
から「将来について考えるよい機会になっ
た」等の感想が得られ、進路への理解が進
んだことが伺える。参加しやすいよう、日
程や回数を増やしてほしいとの要望もあっ
た。教員は事業所見学や研修会に参加した
り、資料に目を通したりして情報収集に努
め、それらを活用して児童生徒への支援に
生かせたと評価している。
今後は、進路アンケートや、懇談会、連絡
帳なども活用し、保護者や担任と連携しな
がら一人一人に合わせた支援を考えていけ
るとよい。

事業所見学や進路座談会に
ついては、今後も保護者か
らの進路アンケートを基
に、見学先や話し合いの内
容、日程、回数などを検討
し実施する。
教員は、引き続き学校での
進路支援や生活支援に結び
つく情報の収集に努め、保
護者と丁寧に共通理解を図
りながら日々の支援を行
う。

校内支援相談会に各学部から多くの教員が
参加し、お互いの経験をもとに活発な意見
交換が行われた。学部を超えて教員が話し
合うことで情報を共有、連携し児童生徒の
一貫した指導及び将来を見通した支援に繋
げたり、教員の専門性の向上を図ったりす
ることができた。スクールカウンセラーと
連携し心理面からのアドバイスを受け、ま
た、保護者にも必要に応じてカウンセリン
グの時間を設ける等の必要な支援を行え
た。

今後も校内支援委員会と学
部が連携したり、教員とス
クールカウンセラーが情報
を共有したりすることで、
必要な支援を検討したり、
考えたりする。また、それ
らの支援を、家庭や児童生
徒が利用する施設関係者と
共有し、校外での支援にも
つなげられる機会を持つ。
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【支援部】

４
校内支援

関係者（保護者、
教職員、関係機関
等）と連携しなが
ら、児童生徒に必
要な支援を行う。

【指導部】

２
生徒支援

【支援部】

３
進路支援

福祉サービスにつ
いての情報を収集
し、在学中の支援
に生かす。

個別の教育支援計
画をもとに、学習
面や生活面におけ
るつながりについ
て検討しながら授
業 改 善 に 取 り 組
む。

【教務部】

1
教育課程・
  学習支援

新しい生活様式を
徹底し、感染症の
予防や拡大防止に
努める。



【各学部】

５
地域との

交流

【小学部】遠隔での学校間交流1回目はお互
いの存在をより感じてもらう活動として絵
を共同制作し、話し合いながら作り上げて
いく過程で相手とのコミュニケーションを
例年よりも取ることができた。しかし、会
話ができない児童のやり取りの場面では、
手を振る、絵カードを使う、教師が代弁す
る等が精一杯で児童の意思を本当に表現で
きているかが課題として残った。居住校交
流では、紙芝居やICT機器を使って自分で画
面操作して話をしたり発信したりする自己
紹介の場面を設定した。クイズ形式にして
本校への理解を促す内容を扱う等したこと
で相手校児童も興味を持って聞いていた。
参加する授業は共に主体的に活動できるよ
うに工夫して実施したが難しさもあり、児
童の特性に応じて実体験的な事前学習が必
要なのかもしれない。

【中学部】学校間交流校生徒への出前授業
では合理的配慮についてイラストを提示
し、合理的配慮の意味について考える機会
を設けた。事後アンケートでは、本校生徒
への理解が深まった等の内容が記されてお
り、出前授業で伝えたことが実践場面で生
かされた。本校生徒に対しては、「どう
ぞ」「ありがとう」のやり取りや実物・
カード類を使用しての選択等学校生活で学
んだことを交流相手と実践的に行うこと
で、見通しや自信を持ちながら関わること
ができた。校外に出掛けて地域の人と関
わったり、作品展で多くの人に作品を鑑賞
してもらったりすることで、本校生徒や特
別支援教育への理解・啓発の一助となっ
た。

今後も学校間交流を通し
て、事前学習や出前授業で
お互いの学校の生徒のこと
を知る機会を設け、本校生
徒自身の人への関わりを深
めたり、中学生に対する、
本校の生徒や特別支援教育
への理解促進に努めたりす
ることが必要である。ま
た、校外学習や作品展を継
続し本校生徒への理解・啓
発に努めることが必要であ
る。

直接交流した2回目の感想
の方が活動に前向きな意見
が大多数であり、本校児童
も積極的にやり取りしてい
たことから学校間交流、居
住地校交流ともに新型コロ
ナウイルス感染対策の方法
や状況を見極めながら内容
を吟味して直接交流を行
なっていきたい。また、居
住地校交流では、保護者の
願いを連絡帳や懇談等で丁
寧に聞き取り、活動に反映
できるように努めていきた
い。

来年度も地域との交流や学
校間交流を継続し、プレゼ
ント作り等相手に喜んでも
らえるような活動を行った
り、活動を共にする中で相
手との親近感がより増した
りするようにしていきた
い。そのための活動内容の
工夫や交流先との打ち合わ
せを十分に行うようにした
い。

【高等部】学校間交流では、普段の授業の
様子やコミュニケーションのポイントなど
について出前授業を行い、本校の生徒の得
意なことや好きなこと等についても伝え
た。１週間前には遠隔での事前交流を行
い、お互いの様子を知り直接交流への期待
感が高まるようにした。こうした取組の結
果、直接交流当日には、本校生徒のペース
や特性に合わせて関わろうとする様子が見
られ、また、個々の好みに合わせた手作り
品がプレゼントされた。地域との交流（す
みれ荘）では、昨年度の写真を見せたり、
利用者の方々がとても喜んで感謝していた
ことを伝えたりした。これにより、今年度
も自分たちの手作り品をプレゼントしたい
という気持ちが強まり、プレゼント作りや
贈呈の練習の場面で生徒たちのモチベー
ションを高めることにつながった。

学校間交流や居住
地校交流、地域と
の交流、地域主催
の作品展参加、校
外学習等いろいろ
な活動を通して、
児童生徒が同世代
や地域の人々と有
意義な関わりがで
きるように支援内
容や環境設定等工
夫する。


